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決
算
の
認
定

　

平
成
25
年
度
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い

て
は
、
賛
成
10
人
、
反
対
１

人
で
認
定
し
た
。

　

歳
入
歳
出
差
引
額
が
４
億

８
，
３
３
６
万
円
と
な
り
、

こ
の
内
翌
年
度
へ
繰
り
越
す

べ
き
財
源
１
億
８
，
２
６
３

万
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収

支
額
は
３
億
73
万
円
で
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
財
政
調
整
基
金

へ
の
繰
入
額
は
１
億
５
，
１

０
０
万
円
と
な
っ
た
。

　

そ
の
外
に

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
及
び
介
護
保

険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て
は
、
賛
成

10
人
、
反
対
１
人
で
認
定
し

た
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
及
び
水
道

事
業
会
計
決
算
に
つ
い
て
は
、

全
会
一
致
で
認
定
し
た
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結

①
甲
佐
中
学
校
屋
外
運
動
場

整
備
工
事

　

有
限
会
社　

緑
川
工
業

�

１
億
８
４
３
万
２
千
円

②
町
道
上
揚
井
戸
江
線
（
仮

称
）
井
戸
江
峡
橋
上
部
工
事

　

コ
ー
ア
ツ
・
田
中
特
定
建

　

設
工
事
共
同
企
業
体

�

３
億
２
，
６
３
７
万
６
千
円

　

以
上
２
件
の
工
事
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て
は
、
全

会
一
致
で
可
決
し
た
。

グラウンド整備を残すのみとなった甲佐中学校

　

９
月
定
例
会
は
、
12
日
に
開
会
し
、
17
日
ま
で
６
日
間
の
審
議
を
行
っ
た
。

　

案
件
は
、
平
成
25
年
度
一
般
会
計
、
各
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
及
び
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定
、
報

告
案
件
１
件
、
条
例
案
件
４
件
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
２
件
、
平
成
26
年
度
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計

補
正
予
算
、
そ
の
他
の
案
件
が
上
程
さ
れ
、
全
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

　

な
お
、
一
般
質
問
に
は
、
５
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
町
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

9月定例会
平成２５年度各会計歳入歳出決算額

会計の名称 歳入 歳出 差引額
一　 般　 会　 計 ６７億５,８２０万円 ６２億７,４８４万円 ４億８,３３６万円

国 民 健 康 保 険 １８億３,７１２万円 １７億４,０５６万円 ９,６５６万円

介　 護　 保　 険 １３億６,１０５万円 １３億　　　４９万円 ６,０５６万円

後期高齢者医療 １億３,３４２万円 １億３,１２２万円 ２２０万円

合 　 　 計 １００億８,９７９万円 ９４億４,７１１万円 ６億４,２６８万円

水道事業会計決算額
収 益 的 収 入 １億３,９０９万円 収 益 的 支 出 １億２,９２７万円

資 本 的 収 入 ５,１００万円 資 本 的 支 出 １億　　３９１万円
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条
例
案
件

甲
佐
町
熊
本
県
収
入
証
紙
購

入
基
金
条
例
の
一
部
改
正

　

旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
発

行
業
務
に
お
い
て
、
申
請
時

に
必
要
と
な
る
熊
本
県
収
入

証
紙
及
び
現
金
と
し
て
管
理

す
る
金
額
を
、
こ
れ
ま
で
１

０
０
万
円
と
し
て
い
た
も
の

を
50
万
円
以
内
に
改
正
す
る

も
の
で
、
全
会
一
致
で
可
決

し
た
。

甲
佐
町
家
庭
的
保
育
事
業
等

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定

　

児
童
福
祉
法
の
改
正
に
伴

い
、
法
で
規
定
し
て
い
る
家

庭
的
保
育
事
業
・
小
規
模
保

育
事
業
・
居
宅
訪
問
型
保
育

事
業
及
び
事
業
所
内
保
育
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
条
例
で
定
め
る
必

要
が
生
じ
た
も
の
で
、
賛
成

10
人
、
反
対
１
人
で
可
決
し

た
。

甲
佐
町
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事

業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
制
定

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法

の
制
定
に
伴
い
、
条
例
で
基

準
を
定
め
る
必
要
が
生
じ
た

も
の
で
、
賛
成
10
人
、
反
対

１
人
で
可
決
し
た
。

甲
佐
町
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
制
定

　

児
童
福
祉
法
の
改
正
に
伴

い
、
条
例
で
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
必

要
が
生
じ
た
も
の
で
、
賛
成

10
人
、
反
対
１
人
で
可
決
し

た
。

補
正
予
算

平
成
26
年
度
甲
佐
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

今
回
の
補
正
は
、
１
，
１

５
０
万
円
を
減
額
し
、
予
算

総
額
63
億
１
，
１
３
０
万
８

千
円
と
な
る
も
の
で
、
全
会

一
致
で
可
決
し
た
。

主
な
も
の
と
し
て
は
、

住
宅
開
発
行
為
等
支
援
補
助

金１
，
２
３
９
万
９
千
円

農
機
具
導
入
補
助
金

４
１
２
万
３
千
円

町
道
改
良
舗
装
工
事

△
８
，
４
１
７
万
円

立
木
等
補
償
費

△
７
２
０
万
円

予
防
接
種
委
託
料

５
２
７
万
９
千
円

平
成
26
年
度
甲
佐
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

今
回
の
補
正
は
、
５
，
２

５
２
万
８
千
円
を
増
額
し
、

予
算
総
額
17
億
８
，
４
３
６

万
９
千
円
と
な
る
も
の
で
、

全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

平
成
26
年
度
甲
佐
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

　

今
回
の
補
正
は
６
，
３
４

７
万
９
千
円
を
増
額
し
、
予

算
総
額
14
億
１
，
５
９
７
万

９
千
円
と
な
る
も
の
で
、
全

会
一
致
で
可
決
し
た
。

平
成
26
年
度
甲
佐
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

　

今
回
の
補
正
は
２
１
９
万

６
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総

額
１
億
３
，
６
０
０
万
５
千

円
と
な
る
も
の
で
、
全
会
一

致
で
可
決
し
た
。

請
　
願

建
設
業
従
事
者
ア
ス
ベ
ス
ト

被
害
者
の
早
期
救
済
解
決
を

は
か
る
よ
う
国
に
働
き
か
け

る
請
願

　

本
請
願
に
つ
い
て
は
、
６

月
定
例
会
に
お
い
て
産
業
厚

生
常
任
委
員
会
に
付
託
し
継

続
審
査
と
な
っ
た
も
の
で
、

委
員
会
の
審
査
結
果
に
つ
い

て
は
「
不
採
択
と
す
べ
き
も

の
」
と
の
報
告
が
あ
り
、
本

会
議
に
お
い
て
採
決
の
結
果
、

賛
成
１
人
、
反
対
10
人
で
不

採
択
と
な
っ
た
。

消
費
税
増
税
の
撤
回
を
求
め

る
意
見
書
提
出
を
求
め
る
請

願
　

本
請
願
に
つ
い
て
は
、
委

員
会
付
託
を
省
略
し
、
本
会

議
に
お
い
て
採
決
の
結
果
、

賛
成
１
人
、
反
対
10
人
で
不

採
択
と
な
っ
た
。

予防接種の様子 補助事業により導入された大型コンバイン
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フ
ッ
素
塗
布
委
託

Q

フ
ッ
素
塗
布
（
虫
歯
予

防
）
の
委
託
が
な
さ
れ

て
い
る
が
、
安
全
性
の
面
で

保
護
者
の
同
意
が
必
要
で
は

な
か
っ
た
の
か
。
ま
た
、
問

題
は
な
い
の
か
。

A

フ
ッ
素
塗
布
に
つ
い
て

は
、
保
護
者
が
子
ど
も

さ
ん
を
歯
医
者
に
連
れ
て

行
っ
て
、
虫
歯
予
防
の
た
め

塗
布
を
行
っ
て
い
る
。
別
段

問
題
は
あ
っ
て
い
な
い
。

　

以
前
フ
ッ
素
洗
口
の
時
に

安
全
性
が
問
わ
れ
た
が
、
県

教
育
委
員
会
で
は
是
非
実
施

す
る
よ
う
指
導
し
て
い
て
、

問
題
は
あ
っ
て
い
な
い
。

防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
運
航

Q

防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
運

航
負
担
金
が
あ
る
が
、

運
航
状
況
、
お
よ
び
ヘ
リ

ポ
ー
ト
の
場
所
は
ど
こ
か
。

A

県
に
は
防
災
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
と
県
警
察
の
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
が
あ
る
が
防
災
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
は
今
ま
で
三
回

運
航
し
て
い
る
が
最
近
は
な

い
。

　

負
担
金
は
、
県
下
45
市
町

村
で
負
担
し
て
い
る
。

　

ヘ
リ
ポ
ー
ト
は
、
各
小
・

中
・
高
学
校
の
運
動
場
、
グ

リ
ー
ン
パ
ル
甲
佐
、
白
旗
グ

ラ
ウ
ン
ド
、
緑
川
グ
ラ
ウ
ン

ド
、
宮
内
社
会
教
育
セ
ン

タ
ー
と
な
っ
て
い
る
。

住
宅
開
発
行
為
等
支

援
補
助
金

Q

住
宅
開
発
行
為
等
支
援

補
助
金
が
計
上
さ
れ
て

い
る
が
事
業
内
容
は
。

A

甲
佐
町
大
字
麻
生
原
地

内
（
緑
川
住
宅
団
地
と

緑
川
堤
防
に
挟
ま
れ
た
土

地
）
に
株
式
会
社　

山
口
土

建
が
開
発
計
画
し
て
い
る
住

宅
団
地
で
あ
る
。

　

土
地
面
積
９
，
６
３
０
・

89
㎡
に
22
戸
の
住
宅
区
画
と

公
園
、
防
火
水
槽
、
ご
み
収

集
所
、
調
整
池
を
計
画
し
て

い
る
。

　

そ
の
補
助
金
で
あ
る
。

稼
げ
る
竹
林
整
備
推

進
事
業

Q

稼
げ
る
竹
林
整
備
推
進

事
業
の
補
助
制
度
が
あ

る
が
事
業
内
容
は
。

A

こ
の
事
業
は
タ
ケ
ノ
コ

生
産
を
目
的
と
し
た
県

の
補
助
事
業
で
あ
る
。

　

採
択
要
件
と
し
て
①
三
戸

以
上
の
任
意
団
体
で
あ
る
。

②
整
備
面
積
が
0.1
㏊
以
上
③

事
業
後
３
年
以
上
タ
ケ
ノ
コ

を
生
産
す
る
こ
と
。

　

事
業
内
容
は
、
竹
林
整
備

で
自
分
の
竹
林
整
備
は
補
助

率
３
割
、
借
地
の
整
備
は
５

割
補
助
で
あ
る
。
簡
易
作
業

道
は
１
㏊
当
た
り
２
０
０
ｍ

以
内
、
竹
林
ま
で
の
ア
ク
セ

ス
道
路
は
一
箇
所
当
た
り
１

０
０
ｍ
以
内
で
あ
る
。

中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
整

備
工
事
の
早
期
完
成

Q

中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

整
備
工
事
が
平
成
27
年

２
月
ま
で
行
わ
れ
る
が
、
部

活
動
は
他
の
施
設
に
出
向
き

練
習
し
て
い
る
。
な
る
べ
く

早
く
工
事
完
成
を
望
む
。

A

工
事
中
の
た
め
、
部
活

の
練
習
は
甲
佐
高
校
、

甲
佐
小
、
白
旗
グ
ラ
ウ
ン
ド

等
に
出
向
い
て
行
っ
て
い
る
。

不
便
を
か
け
て
い
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
る
。

　

請
負
業
者
と
、
な
る
べ
く

早
く
工
事
が
完
了
す
る
よ
う

話
し
合
い
た
い
。

そこが
知りたい Q&A

９月定例会

質疑から

整備された竹林

グリーンパル甲佐のヘリポート
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一般質問
　　　と答弁

運
動
施
設
計
画
に
つ
い

て議
員

　

か
わ
ま
ち
づ
く
り
支
援
事

業
の
協
議
会
が
２
回
あ
っ
た

と
聞
い
て
い
る
が
、
進
捗
状

況
は
。

西
坂
企
画
課
長

　

第
１
回
は
７
月
に
開
催
し
、

支
援
制
度
及
び
甲
佐
町
の
概

要
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

等
に
つ
い
て
協
議
し
、
支
援

制
度
の
事
業
費
及
び
費
用
対

効
果
を
算
出
す
る
た
め
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
８
月
中
に
実

施
し
、
国
交
省
で
集
計
作
業

中
で
あ
る
。
２
回
目
は
、
緑

川
の
魅
力
や
課
題
、
対
象
範

囲
の
設
計
、
将
来
的
展
望
等

に
つ
い
て
協
議
を
行
い
、
対

象
範
囲
は
、
安
津
橋
上
流
部

を
中
心
と
し
た
緑
川
全
体
と

決
定
し
た
。

議
員

　

今
後
の
計
画
は
。

西
坂
企
画
課
長

　

本
年
度
中
に
協
議
会
を
、

あ
と
３
回
開
催
し
、
国
の
計

画
と
し
て
登
録
す
る
予
定
で

あ
り
、
来
年
度
に
国
で
河
川

整
備
に
係
る
調
査
・
設
計
が

行
わ
れ
工
事
着
手
は
28
年
度

か
ら
の
予
定
で
あ
る
が
、
多

少
の
前
後
は
あ
る
か
と
思
わ

れ
る
。

空
家
の
利
用
対
策
は

議
員

　

昨
年
12
月
定
例
会
に
お
い

て
、
空
家
情
報
制
度
に
つ
い

て
今
後
検
討
す
る
と
答
弁
を

受
け
た
が
、
そ
の
後
の
検
討

状
況
は
。

西
坂
企
画
課
長

　

県
内
45
市
町
村
の
う
ち
９

市
町
村
で
制
度
が
あ
る
が
、

制
度
自
体
が
ほ
と
ん
ど
機
能

し
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

町
へ
の
問
い
合
わ
せ
等
に
お

い
て
も
退
職
後
の
方
々
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
り
、
自
主
財
源

確
保
の
観
点
か
ら
、
こ
の
制

度
の
創
設
は
見
合
わ
せ
て
い

る
。崩

壊
寸
前
の
家
屋
に
つ

い
て

議
員

　

取
り
壊
し
費
用
へ
の
補
助
、

取
り
壊
し
後
の
固
定
資
産
税

の
減
免
を
町
単
独
で
取
り
組

め
な
い
か
。

奥
名
町
長

　

危
険
家
屋
の
放
置
に
な
ら

な
い
よ
う
に
、
町
道
の
沿
線

に
つ
い
て
は
、
条
例
等
の
制

定
に
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。

総
合
的
に
考
え
た
と
き
に
、

適
正
管
理
を
促
す
条
例
の
制

定
、
国
の
補
助
制
度
を
活
用

し
た
家
屋
の
解
体
、
税
制
面

の
事
柄
を
町
と
し
て
対
応
を

判
断
し
た
い
。

企
業
誘
致
の
推
進

議
員

　

自
主
財
源
確
保
、
雇
用
の

確
保
の
た
め
に
企
業
誘
致
が

必
要
で
は
な
い
か
。

奥
名
町
長

　

企
業
が
進
出
す
る
際
、
受

け
皿
が
事
前
に
準
備
で
き
て

い
る
か
が
重
要
に
な
る
か
と

考
え
て
い
る
。
し
か
し
甲
佐

町
に
お
い
て
、
大
型
工
事
、

開
発
等
を
行
う
際
に
農
振
関

係
の
法
が
以
前
に
比
べ
て
厳

し
い
状
況
で
あ
り
、
そ
こ
で

農
地
転
用
の
事
務
手
続
き
に

時
間
を
要
し
な
い
農
振
農
用

地
以
外
で
確
保
で
き
る
土
地

に
、
県
の
企
業
立
地
課
、
あ

る
い
は
企
業
へ
の
情
報
提
供

を
迅
速
に
対
応
で
き
る
体
制

を
充
実
さ
せ
、
総
合
的
な
判

断
を
下
し
た
い
。

　

そ
の
外
に
、
災
害
対
応
に

関
す
る
質
問
も
あ
っ
た
。

総合グラウンド予定地（安津橋上流緑川左岸）

福
　
田
　
謙
　
二�

議
　
員
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宮
内
社
会
教
育
セ
ン
タ

ー
の
利
活
用

議
員

　

宮
内
小
学
校
閉
校
前
、
地

域
住
民
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
等
に

甲
佐
小
学
校
と
の
統
合
の
件

で
何
回
説
明
会
を
開
催
さ
れ

た
の
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う

な
意
見
が
多
か
っ
た
の
か
。

　

町
と
し
て
、
当
時
、
具
体

的
な
利
活
用
に
つ
い
て
考
え

て
い
た
の
か
。

古
閑
学
校
教
育
課
長

　

平
成
19
年
６
月
29
日
に
代

表
者
会
を
行
い
、
そ
の
後
地

域
説
明
会
を
３
回
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
10
月
30
日
保
護

者
説
明
会
を
行
い
、
合
計
５

回
開
催
し
た
。

　

ま
た
、
住
民
の
意
見
と
し

て
、「
甲
佐
小
の
改
築
に
伴

う
統
合
で
は
な
い
の
か
」

「
通
学
の
方
法
は
」「
学
校
は

地
域
住
民
の
よ
り
ど
こ
ろ
で

あ
る
」「
子
ど
も
達
と
交
流

が
で
き
な
く
な
る
」「
体
育

館
・
校
舎
等
の
活
用
方
法

は
」
等
が
あ
っ
た
。

　

施
設
の
利
活
用
に
つ
い
て

は
、
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

的
な
要
素
と
し
て
残
し
、
解

体
の
考
え
は
な
い
と
説
明
し

て
お
り
、
施
設
の
利
活
用
が

決
定
す
る
ま
で
社
会
教
育
セ

ン
タ
ー
と
し
て
活
用
し
て
い

る
。

議
員

　

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
の
利

用
状
況
は
。

上
田
社
会
教
育
課
長

　

平
成
21
年
度
閉
校
当
初
は

活
性
化
委
員
会
が
中
心
と
な

り
、
学
校
梅
林
の
梅
を
使
っ

た
梅
ジ
ャ
ム
作
り
、
宮
内
地

区
運
動
会
な
ど
に
使
わ
れ
て

い
る
。

　

平
成
24
年
度
か
ら
は
地
域

お
こ
し
協
力
隊
が
セ
ン
タ
ー

を
拠
点
に
地
域
活
性
化
に
努

力
さ
れ
て
い
る
。

議
員

　

宮
内
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

は
、
地
区
住
民
の
憩
い
の
場

で
あ
り
、
災
害
時
に
お
け
る

避
難
所
で
あ
る
が
、
町
と
し

て
今
後
の
利
活
用
方
針
は
決

ま
っ
て
い
る
の
か
。

西
坂
企
画
課
長

　

８
月
13
日
付
け
で
、
宮
内

区
長
会
、
特
定
非
営
利
活
動

法
人
理
事
長
の
連
名
で
、
緊

急
避
難
場
所
と
し
て
施
設
改

修
、
農
産
加
工
施
設
へ
の
整

備
、
空
き
教
室
を
利
用
し
た

農
山
村
企
業
誘
致
の
た
め
の

改
修
な
ど
の
要
望
が
あ
が
っ

て
い
る
。

奥
名
町
長

　

基
本
的
に
活
動
体
制
が
整

い
組
織
が
で
き
て
か
ら
、
施

設
改
修
な
ど
整
備
に
向
か
っ

て
い
く
。

議
員

　

甲
佐
町
は
過
疎
地
域
に
指

定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
過
疎

対
策
事
業
債
を
利
用
す
る
こ

と
で
有
利
に
事
業
を
進
め
る

こ
と
が
で
き
た
の
か
。

奥
名
町
長

　

過
疎
債
は
通
常
70
％
の
交

付
税
見
返
り
が
あ
り
、
有
利

な
制
度
で
事
業
実
施
が
で
き

た
。地

域
防
災
対
策
の
現
状

議
員

　

自
主
防
災
組
織
の
現
状
と

未
整
備
地
区
に
対
す
る
対
応

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

清
水
く
ら
し
安
全
推
進
室
長

　

自
主
防
災
組
織
の
設
立
状

況
は
、
現
在
25
地
区
、
組
織

率
64
・
01
％
、
県
平
均
70
・

80
％
で
あ
り
ま
す
。

　

未
整
備
地
区
の
嘱
託
員
宛

に
本
年
の
５
月
と
９
月
に
組

織
設
立
へ
の
依
頼
文
を
送
付

し
て
い
る
。

家
賃
滞
納
裁
判

議
員

　

家
賃
滞
納
裁
判
の
そ
の
後

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

志
戸
岡
建
設
課
長

　

平
成
26
年
４
月
に
弁
護
士

と
訴
訟
の
委
任
契
約
を
締
結

し
、
訴
訟
に
必
要
な
手
続
き

を
済
ま
せ
て
お
り
、
10
月
頃

判
決
が
出
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

ま
た
、
提
訴
し
た
こ
と
に

よ
り
、
滞
納
者
の
意
識
高
揚

が
図
ら
れ
、
滞
納
金
、
ま
た
、

滞
納
者
の
減
少
が
図
ら
れ
る

と
考
え
て
い
る
。

　

支
払
意
思
の
な
い
滞
納
者

に
は
強
制
執
行
を
行
う
こ
と

で
、
納
付
者
と
の
不
公
平
感

が
な
い
よ
う
に
努
力
し
た
い
。

防災無線親局アンテナ

西
　
坂
　
和
　
洋�

議
　
員

利活用が検討されている社会教育センター
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土
砂
災
害
対
策
の
強
化

は議
員

　

近
年
予
想
を
超
え
る
豪
雨

が
各
地
で
頻
発
し
、
土
砂
災

害
等
に
よ
る
甚
大
な
被
害
が

出
て
い
る
。
国
や
自
治
体
で

は
土
砂
災
害
な
ど
危
険
箇
所

の
総
点
検
と
本
格
的
な
対
策

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
わ
が

町
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

志
戸
岡
建
設
課
長

　

現
在
、
県
に
お
い
て
は
土

砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
の

為
の
現
地
調
査
が
行
わ
れ
て

い
る
。
町
と
し
て
は
ハ
ー
ド

面
の
対
策
と
し
て
、
急
傾
斜

地
崩
壊
対
策
事
業
と
砂
防
事

業
で
、
現
在
、
砂
防
事
業
と

し
て
上
早
川
地
区
、
六
谷
地

区
に
砂
防
堰
堤
２
基
、
急
傾

斜
地
事
業
個
所
と
し
て
船
津

の
谷
地
区
・
上
早
川
な
ど
６

地
区
を
県
に
要
望
中
で
あ
る
。

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
」
で
保
育
制
度

は
ど
う
変
わ
る
の
か

議
員

　

政
府
は
来
年
４
月
か
ら
保

育
園
。
幼
稚
園
、
学
童
保
育

等
子
育
て
支
援
に
か
か
る
制

度
を
根
本
か
ら
転
換
す
る

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新

制
度
」
の
実
施
を
予
定
し
て

い
る
。
ど
う
現
在
の
保
育
制

度
が
変
わ
る
の
か
。

上
村
福
祉
課
長

　

介
護
保
険
等
と
同
様
、
利

用
者
扶
助
方
式
、
個
人
給
付

方
式
と
い
う
直
接
契
約
方
式

を
基
本
に
、
子
ど
も
の
教
育

を
受
け
る
権
利
の
保
障
は
保

護
者
の
自
己
責
任
と
施
設
・

事
業
者
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
。
し
か
し
、
児
童
福

祉
法
第
24
条
１
項
に
規
定
さ

れ
る
保
育
所
で
の
保
育
は
引

き
続
き
現
在
の
制
度
と
同
様

市
町
村
が
保
育
の
実
施
義
務

を
担
う
。

議
員

　

今
回
の
制
度
で
は
基
準
や

制
度
の
緩
和
に
よ
る
多
様
な

保
育
施
設
類
型
が
あ
る
が
、

待
機
児
童
が
発
生
し
た
場
合
、

町
の
対
応
は
。

上
村
福
祉
課
長

　

家
庭
的
保
育
や
小
規
模
保

育
事
業
な
ど
が
あ
る
が
、
町

で
は
、
基
本
的
に
保
育
所
の

方
に
お
願
い
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

議
員

　

保
育
料
の
現
在
の
軽
減
措

置
は
ど
う
な
る
の
か
。
ま
た
、

保
育
料
の
階
層
は
見
直
し
、

所
得
実
態
に
よ
り
合
わ
せ
た

保
育
料
設
定
を
す
べ
き
で
は
。

奥
名
町
長

　

保
育
料
の
軽
減
措
置
に
つ

い
て
は
引
き
続
き
行
っ
て
い

き
た
い
。
階
層
区
分
の
見
直

し
は
十
分
協
議
を
し
た
経
緯

が
あ
り
、
今
の
設
定
に
な
っ

て
い
る
。

議
員

　

今
回
の
制
度
で
は
学
童
保

育
制
度
の
拡
充
を
打
ち
出
し

て
い
る
が
、
利
用
を
広
げ
る

為
に
も
、
生
活
保
護
世
帯
や

就
学
援
助
世
帯
な
ど
へ
の
軽

減
措
置
を
取
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

奥
名
町
長

　

趣
旨
は
十
分
理
解
で
き
る

が
、
当
面
は
今
の
制
度
を
活

用
し
な
が
ら
拡
充
に
努
め
た

い
。

子
育
て
支
援
の
拡
充
を

議
員

　

学
校
給
食
費
負
担
の
軽
減

問
題
で
は
、
現
在
、
県
内
で

も
給
食
費
の
補
助
を
す
る
市

町
村
が
増
え
て
い
る
。
も
と

も
と
給
食
は
教
育
の
一
環
で

あ
り
、
義
務
教
育
は
無
償
と

云
う
立
場
か
ら
す
れ
ば
給
食

費
は
無
償
に
す
べ
き
だ
と
考

え
る
が
、
町
で
の
負
担
軽
減

の
実
施
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

ま
た
、
医
療
費
の
高
校
３
年

生
ま
で
の
無
料
化
で
は
予
算

が
三
〇
〇
万
円
程
度
と
聞
い

て
い
る
。
実
施
の
考
え
は
。

古
閑
学
校
教
育
課
長

　

現
在
、
南
関
町
で
は
小
中

学
校
で
月
一
人
２
，
０
０
０

円
の
補
助
、
玉
東
町
で
は
小

学
校
で
一
人
１
，
０
０
０
円
、

中
学
校
で
一
人
１
，
６
０
０

円
、
益
城
町
で
は
小
中
学
校

一
人
５
０
０
円
な
ど
、
全
国

で
は
２
人
目
３
人
目
へ
の
半

額
補
助
な
ど
さ
れ
て
い
る
例

な
ど
が
あ
る
。

奥
名
町
長

　

何
を
も
っ
て
子
育
て
支
援

と
す
る
の
か
と
云
う
考
え
で

こ
れ
ま
で
と
っ
て
き
た
施
策

で
あ
り
、
総
合
的
に
ご
判
断

を
い
た
だ
き
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

井
　
芹
　
し
ま
子�

議
　
員

笑顔で給食

急傾斜地指定が望まれる船津地区
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木
材
を
利
用
し
た
町
づ

く
り

議
員

　

本
町
に
お
け
る
、
森
林
面

積
と
利
用
状
況
は
。

鳴
瀬
産
業
振
興
課
長

　

本
町
の
総
土
地
面
積
は
５
，

７
８
７
㏊
（
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

で
林
野
の
面
積
は
２
，
５
５

１
㏊
面
積
の
比
率
は
44
・

08
％
を
占
め
て
い
る
。
林
野

面
積
の
内
訳
は
、
人
工
林
１
，

５
０
２
㏊
、
竹
林
１
４
１
ha
、

雑
木
材
が
８
９
９
㏊
。
木
材

の
利
用
と
し
て
は
木
材
市
場

等
を
通
し
て
出
荷
さ
れ
て
い

る
が
、
伐
採
に
つ
い
て
実
施

さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

議
員

　

国
の
新
た
な
取
組
と
し
て

木
材
を
利
用
し
た
Ｃ
Ｌ
Ｔ

（
ク
ロ
ス
ラ
ミ
ネ
ー
ト
テ
ィ

ン
バ
ー
）
を
推
進
す
る
動
き

が
あ
る
。
こ
れ
は
木
材
を
重

ね
合
せ
た
集
合
材
で
欧
州
等

の
建
築
物
に
使
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
制
度
を
本
町
で

取
組
ん
で
み
た
ら
ど
う
か
。

奥
名
町
長

　

国
産
材
の
利
用
拡
大
に
向

け
た
取
組
を
さ
れ
て
い
る
事

業
か
と
思
う
が
、
県
内
で
も

ま
だ
そ
う
い
っ
た
取
組
を
さ

れ
て
い
る
企
業
が
い
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
今
後
の
動
向

を
注
視
し
た
い
と
考
え
る
。

学
校
教
育
に
つ
い
て

議
員

　

本
町
の
生
徒
の
学
力
に
つ

い
て
お
尋
ね
す
る
。

赤
星
教
育
長

　

９
月
公
表
に
な
っ
た
文
科

省
の
標
準
学
力
検
査
で
は
、

小
学
校
６
年
生
の
状
況
で
あ

る
が
、
国
語
Ａ
は
県
・
国
の

平
均
よ
り
高
く
な
っ
て
い
る
。

国
語
Ｂ
は
県
平
均
よ
り
高
い

も
の
の
国
よ
り
も
や
や
低
い
、

算
数
Ａ
・
Ｂ
は
全
国
の
平
均

よ
り
高
く
小
学
校
で
は
か
な

り
力
を
つ
け
て
い
る
。
そ
れ

が
中
学
校
に
な
っ
た
ら
落
ち

て
い
く
と
い
う
状
況
が
続
い

て
い
る
。

議
員

　

小
学
校
ま
で
は
全
国
平
均

以
上
が
中
学
校
に
な
る
と
落

ち
て
き
て
い
る
状
況
は
先
生

の
指
導
に
問
題
が
あ
る
と
判

断
さ
れ
る
と
思
う
が
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

赤
星
教
育
長

　

第
一
義
的
に
生
徒
の
学
力

を
伸
ば
す
の
は
先
生
で
あ
る
。

た
だ
、
中
学
校
の
状
況
は
生

徒
指
導
と
学
習
指
導
は
両
輪

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

生
徒
指
導
の
部
分
を
い
か
に

し
っ
か
り
や
っ
て
い
く
か
こ

れ
は
家
庭
並
び
に
地
域
社
会

と
一
緒
に
や
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
学
力
向
上
ま
で
結
び
つ

か
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

議
員

　

病
気
等
で
長
期
休
暇
と
な

る
先
生
の
補
充
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
尋
ね
る
。
中
学
３

年
生
の
理
科
の
授
業
が
一
学

期
の
途
中
か
ら
無
く
な
っ
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
が
ど
う

い
う
状
況
か
。

赤
星
教
育
長

　

学
校
の
授
業
に
は
授
業
実

数
と
い
う
の
が
決
め
ら
れ
て

い
る
。
急
い
で
代
わ
り
の
先

生
を
要
請
し
た
が
、
対
応
が

で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
一

学
期
の
理
科
の
部
分
は
他
の

教
科
で
や
り
、
二
学
期
に
集

中
的
に
授
業
を
行
い
対
応
し

て
い
く
と
、
校
長
の
方
か
ら

生
徒
に
は
説
明
し
て
い
る
。

議
員

　

授
業
実
数
が
決
ま
っ
て
い

て
、
そ
の
実
数
を
し
た
か
ら

良
い
と
い
う
問
題
で
は
な
い
。

３
年
生
は
受
験
等
を
控
え
て

お
り
学
力
テ
ス
ト
等
で
志
望

校
を
判
断
さ
れ
る
状
況
で
も

あ
る
。
そ
の
あ
た
り
を
重
く

踏
ま
え
今
後
の
対
応
は
し
っ

か
り
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

赤
星
教
育
長

　

こ
う
い
う
こ
と
が
起
き
な

い
よ
う
教
育
委
員
会
の
ほ
う

で
も
ど
う
対
応
し
て
い
く
か
、

今
後
検
討
し
て
い
く
。

議
員

　

通
学
路
の
安
全
対
策
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

古
閑
学
校
教
育
課
長

　

各
学
校
で
は
、
年
度
初
め

に
通
学
路
を
は
じ
め
校
区
内

の
危
険
箇
所
点
検
等
を
Ｐ
Ｔ

Ａ
と
連
携
し
て
行
っ
て
い
る
。

そ
の
際
、
通
学
路
危
険
箇
所

等
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
保
護

者
、
児
童
へ
周
知
し
て
い
る
。

議
員

　

冬
季
に
な
る
と
暗
く
な
る

の
も
早
く
な
る
。
防
犯
灯
が

な
い
所
が
あ
る
が
我
々
で
は

車
で
通
っ
た
り
と
な
か
な
か

気
付
か
な
い
部
分
も
あ
る
。

通
学
路
に
関
し
て
は
学
校
の

先
生
や
教
育
委
員
会
等
で
夜

の
時
間
帯
に
通
る
な
ど
し
て

対
策
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

甲佐中学校

荒
　
田
　
　
　
博�

議
　
員
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洪
水
対
策
は

議
員

　

地
球
環
境
が
変
わ
っ
て
、

雨
の
降
り
方
も
変
わ
っ
て
き

て
い
る
。
危
険
個
所
を
再
調

査
し
て
有
事
に
備
え
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

　

昭
和
47
年
に
は
湯
田
川
の

氾
濫
に
よ
っ
て
市
街
地
が
水

浸
し
に
な
っ
た
。
湯
田
川
の

氾
濫
に
備
え
て
川
の
拡
幅
が

必
要
で
は
な
い
か
。

奥
名
町
長

　

湯
田
川
の
改
修
に
つ
い
て

は
大
井
川
の
改
修
と
一
緒
に

考
え
て
い
か
な
い
と
問
題
は

解
決
し
な
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員

　

緑
川
ダ
ム
は
洪
水
調
整
ダ

ム
と
云
う
名
目
で
つ
く
ら
れ

た
が
、
時
間
雨
量
１
０
０
０

ミ
リ
を
超
え
る
雨
量
で
も
調

整
で
き
る
の
か
。
雨
季
時
期

の
ダ
ム
の
調
整
に
つ
い
て
調

査
は
し
て
い
る
の
か
。

清
水
く
ら
し
安
全
推
進
室
長

　

緑
川
ダ
ム
は
大
雨
に
よ
る

水
量
を
一
時
的
に
ダ
ム
に
止

め
て
、
そ
の
量
が
多
く
な
っ

た
ら
放
流
す
る
調
整
を
し
て
、

下
流
の
洪
水
を
軽
減
す
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
が
、
調
整

能
力
に
つ
い
て
は
雨
量
、
降

り
方
な
ど
い
ろ
い
ろ
ケ
ー
ス

が
あ
り
予
測
が
難
し
い
と
い

う
こ
と
だ
っ
た
。

議
員

　

上
揚
地
区
は
、
緑
川
改
修

で
堤
防
際
は
立
派
に
な
っ
た

が
、
地
区
で
は
上
揚
川
に
砂

防
を
と
云
う
要
望
が
あ
る
が
、

町
の
対
応
は
。

　
奥
名
町
長

　

上
揚
の
砂
防
に
つ
い
て
は

実
態
を
調
査
し
、
県
へ
繋
ぎ

た
い
。

道
路
網
の
整
備
に
つ
い

て議
員

　

田
口
橋
の
架
け
替
え
を
要

望
し
続
け
て
き
た
が
、
県
に

お
い
て
は
腰
を
上
げ
つ
つ
あ

る
と
聞
い
て
い
る
。

　

し
か
し
、
仮
に
架
け
替
え

が
着
手
さ
れ
て
も
１
～
２
年

で
は
出
来
な
い
。
今
日
の
通

行
量
か
ら
考
え
る
と
安
全
面

か
ら
も
歩
道
橋
を
つ
く
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

奥
名
町
長

　

田
口
橋
の
歩
道
橋
を
先
行

し
て
や
る
と
な
っ
た
場
合
、

本
線
の
改
修
と
な
っ
た
時
、

県
側
に
お
い
て
は
２
重
投
資

と
云
う
点
で
本
線
改
修
の
足

か
せ
的
な
事
柄
に
な
る
と
い

う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、

慎
重
な
対
応
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。

議
員

　

九
州
エ
ク
ス
テ
リ
ア
工
業

（
株
）
か
ら
乙
女
橋
ま
で
の

間
が
離
合
で
き
な
い
場
所
が

あ
る
。
県
へ
の
改
善
を
要
望

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

志
戸
岡
建
設
課
長

　

宇
土
甲
佐
線
上
田
口
か
ら

乙
女
橋
ま
で
の
改
良
に
つ
い

て
は
県
へ
の
要
望
活
動
を

行
っ
て
い
る
。
指
摘
の
区
間

は
、
幅
員
が
狭
く
車
両
の
離

合
に
も
支
障
を
き
た
し
て
お

り
、
引
き
続
き
要
望
活
動
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

議
員

　

現
在
の
火
葬
場
は
、
取
り

付
け
道
が
悪
い
た
め
に
回
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
為
に
乙
女
橋
か
ら
真
っ

す
ぐ
火
葬
場
に
行
け
な
い
か

要
望
し
て
き
た
。

　

し
か
し
、
火
葬
場
は
甲

佐
・
御
船
の
一
部
に
つ
い
て

は
美
里
町
の
火
葬
場
に
業
務

委
託
を
す
る
と
い
う
こ
と
だ

が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
他
の
方

向
で
道
路
を
完
成
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

も
し
、
火
葬
場
を
新
設
、

改
良
さ
せ
る
の
で
あ
れ
ば
、

火
葬
場
へ
の
専
用
道
路
と
し

て
、
沿
線
に
は
秋
に
は
コ
ス

モ
ス
、
春
に
は
桜
な
ど
、
き

れ
い
な
道
路
を
整
備
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

奥
名
町
長

　

乙
女
橋
か
ら
火
葬
場
へ
の

取
り
付
け
道
路
に
つ
い
て
は
、

乙
女
橋
か
ら
白
岩
産
業
団
地

を
経
由
し
て
国
道
４
４
３
号

へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
、
ま
た

御
船
イ
ン
タ
ー
へ
の
ア
ク
セ

ス
道
路
と
し
て
期
待
で
き
る

大
変
重
要
な
役
割
を
果
た
す

路
線
と
考
え
て
お
り
、
他
町

に
か
か
る
路
線
だ
が
、
財
源

的
な
こ
と
は
あ
る
程
度
甲
佐

町
が
や
っ
て
い
か
な
い
と
進

ま
な
い
と
考
え
て
い
る
。

昭和４７年　大雨による市街地の冠水

西
　
坂
　
　
　
親�

議
　
員

早期改良が望まれる宇土甲佐線
（津志田地内）
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ࢲ
は
、
９
月
12
日
（
金
）
16
日
（
火
）
17
日
（
水
）
に
開
か
れ

た
平
成
26
年
第
３
回
甲
佐
町
議
会
定
例
会
を

ௌ
し
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
、
住
民
の
代
表
と
し
て
「
開
か
れ
た
議
会
づ
く
り
」

を
目
指
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
行
財
政
等
の
運
営
を
チ
ỻ
ッ

ク
し
、
議
Ҋ
を
審
議
し
議
決
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

一
ൠ
質
問
で
は
、
５
名
の
議
員
が
登
ஃ
さ
れ
、

の
こ
も
っ
た

議

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
予
算
等
の
審
議
は
、
当
વ
な
が
ら
時

間
厳
क
で
ࢲ
語
、
雑
ஊ
も
な
く
、
討

、
採
決
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

事
業
の
確
認
や
進
ち
Ỷ
く
状
況
、
新
規
の
政
策
提
Ҋ
な
ど
も
緊

ு
感
を
࣋
っ
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
と
き
に
は
議
事
の
流
れ
で
ޕ

前
11
時
45
分
に
ऴ
わ
り
、
ޕ
後
は
12
時
45
分
か
ら
࢝
ま
る
こ
と
も

あ
っ
て
、
議
員
の
や
る
気
が

わ
っ
て
き
ま
す
。

　

町
政
で
は
、「
活
力
に
あ
;
れ
る
町
づ
く
り
」「
安
心
・
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
」
等
４
本
ப
が
基
本
目
標
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
長
等
の
答
弁
は
、
質
問
の
趣
旨
を
的
確
に
受
け
止
め
ら
れ
簡

ܿ
明
ྎ
で
す
。
ま
た
、
議
員
は
、
自
分
の
ݴ
༿
で
ஸ
ೡ
に
質
問
を

し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
は
、
地
方
創
生
や
情

が
活
༂
す
る
環
境
づ
く
り
に
つ
い

て
も

議
を
期
待
し
ま
す
。

　

３
日
間
の
議
会

ௌ
で
し
た
が
、
議
員
の
活
動
、
町
政
の
方
針

等
の
一
部
分
が
「
生
」
で
見
聞
き
で
き
て
、
い
い
ษ
強
に
な
り
ま

し
た
。

　

な
お
、
議
会

ௌ
に
来
ら
れ
た
方
は
、
３
日
間
で
Ԇ
べ
16
名
で

し
た
。（
う
ち
女
性
１
名
）

　

秋
も
ऴ
わ
り
、
い
よ
い
よ
年

に

は
פ
さ
が

に
し
み
、
体
を
動
か
す

の
が
億
߷
に
な
る
季
અ
。

　

し
か
し
、
そ
ん
な
時
こ
そ
体
を
動

か
し
、
体
内
ࢷ

を
೩
や
し
、
ං
ຬ

を
解
ফ
し
て
、
生
活
習
׳
病
の
減
少

に
努
め
た
い
も
の
で
す
。

　

今
年
は
、
Ն
と
冬
し
か
な
か
っ
た

よ
う
に
感
じ
ま
す
。
࢛
・
ޒ
月
頃
に

コ
タ
ツ
を
ย
付
け
た
か
と
思
っ
た
ら
、

す
ぐ
に
ઔ
෩
機
に
入
れ
替
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
ほ
ど
で
し
た
。

　

季
અ
の
変
わ
り
目
に
は
体
調
管
理

に
、
お
ޓ
い
に
注
意
し
た
い
も
の
で

す
。�

（
̠
・
̣
）

議
会
広
報
ฤ
集
特
別
委
員
会

　
　

委
員
長　

本　

　ڷ

昭　

એ

　
　

෭
委
員
長　

井　

　۔

し
ま
子

　
　

委　
　

員　

　

　ࡔ

和　

༸

　
　

委　
　

員　

福　

田　

　ݠ

二

　
　

委　
　

員　

　ߥ

田　
　
　

ത

編

集

後

記

傍
聴
席
か
ら
一
言

開
か
れ
た
議
会
・
活
力
あ
る
町
に

上
早

２
۠
　

　

　
ᅳ
　
ত

　

議
会
運
営
委
員
会
で
は
、
ϗ
ー
ム
ϖ
ー
ジ
に
お
い
て
議
会
中
継

や
フ
ỻ
ー
ス
ϒ
ッ
ク
を
利
用
し
、
住
民
へ
広
く
情
報
の
公
開
と
意

見
の
集
約
を
進
め
て
お
ら
れ
る
長
࡚
県
長
༩
町
へ
10
月
１
日
に
視

察
ݚ
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
本
町
に
お
い
て
も
、
議
会
の
状
況
を
で
き
る
だ
け
町
民

の
օ
様
に
お

え
で
き
る
よ
う
に
、
ϗ
ー
ム
ϖ
ー
ジ
の
中
の
議
会

に
関
す
る
ϖ
ー
ジ
を
一
部
変
ߋ
し
、
議
会
広
報
・
会
議
録
・
一
ൠ

質
問
の
録
画
中
継
等
の
公
開
に
つ
い
て
調
査
ݚ
ڀ
を
進
め
、
積
ۃ

的
な
情
報
の
開
ࣔ
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
会
運
営
委
員
会
行
政
視
察
研
修
報
告

　

町
の
重
要
な
施
策
や
、
み
な
さ
ん
の

近
な
問
題
が
審

議
さ
れ
ま
す
の
で
、
ͥ
ͻ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

࣍
回
は
、
十
二
月
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

˞
日
程
等
ৄ
し
く
は
、
議
会
事
務
ہ
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

（
防
災
行
政
無
線
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か
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